
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の収容袋の開口部と他の収容袋の底部とがミシン目で切り離し可能に連結されて、複
数の収容袋が連なって帯状に形成され、それがロール状に巻かれた収容袋巻装体であって
、上記ミシン目が 隣接する収容袋の底部側に突出するように形成され

、収容袋の開口部形状と
底部形状とが異なっていることを特徴とする収容袋巻装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、樹脂フィルム等からなる収容袋が複数、帯状に連結され、それがロール状に
巻装された収容袋巻装体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケット等には、生鮮食品売り場やレジ通過後の台に、食品等を収容するた
めの樹脂フィルム製収容袋の巻装体が設置されている。このものは、図６に示すように、
複数の収容袋１１が帯状に連結されたものがロール状に巻装されたものであり、上記連結
部分は、ミシン目１２により切り離しが容易となっている。各収容袋１１は、上記巻装体
から帯状に繰り出した後、ミシン目１２で切り離すことにより得られる。そして、その一
端側が開口部１１ａとなり、多端側が底部１１ｂとなっている。この底部１１ｂは、底端
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、 ているとともに、
そのミシン目の突出部分の形状が、頂部が尖った山形に形成され



から少し距離をおいて、ヒートシールＳ等により、収容袋１１の向かい合う樹脂フィルム
同士が接着されている。なお、図６において、Ａは、円筒状の芯材である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記ミシン目１２は、一直線であるため、ミシン目１２で切り離すと、
各収容袋１１は、四角形のシート状となり、その四角形のどの辺が開口部１１ａとなって
いるのかが、わかりにくい。
【０００４】
　しかも、上記収容袋１１の開口部１１ａは、通常、向かい合う樹脂フィルム同士が密着
しており、開口し難くなっている。

【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、その目的は、ミシン目で切り離した
収容袋の開口部がわかり易く、しかも、その開口部が開口し易くなって

いる収容袋巻装体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の収容袋巻装体は、一の収容袋の開口部と他の収容
袋の底部とがミシン目で切り離し可能に連結されて、複数の収容袋が連なって帯状に形成
され、それがロール状に巻かれた収容袋巻装体であって、上記ミシン目が 隣接する収容
袋の底部側に突出するように形成され

、収容袋の開口部形状と底部形状とが異なっているという
構成をとる。
【０００７】
　すなわち、ミシン目で切り離すと、 突出部が形成されている辺と、
その突出部に対応する形状の凹部が形成されている辺とを有し、開口部形状と底部形状と
が異なる収容袋が得られる。そのうち、突出部が形成されている辺が開口部となり、凹部
が形成されている辺が底部となる。このため、ミシン目で切り離された収容袋は、開口部
が一目でわかるようになっている。また、突出部は、その突出のため、指先で挟み易く、
しかも、開口部の密着は、その突出部を指先で挟んで擦ること等により、簡単に解け、開
口のきっかけとなる。

【発明の効果】
【０００８】
　本発明の収容袋巻装体は、隣接し合う収容袋の間のミシン目が一方の収容袋の底部側に
突出 るように形成されているため、上記ミシン目で切
り離すと、突出部が形成されている辺が開口部であることが、一目でわかる。しかも、突
出部は指先で挟み易く、そのまま指先で擦る等により、簡単に開口部の密着が解け、開口
のきっかけとすることができる。すなわち、開口し易くなっている。
【０００９】

に、上記ミシン目の突出部分の形状が、頂部が尖った山形である 、それに対応す
る凹部の谷底に角が形成され、その角から、収容袋を簡単に引き裂くことができる。この
ため、開口部を縛った状態でも、その縛りを解くことなく、収容袋内に収容した物を取り
出すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　つぎに、本発明の実施の形態を図面にもとづいて詳しく説明する。
【００１１】
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また、上記収容袋１１の開口部１１ａを縛った状態で
は、収容袋１１に引き裂くきっかけとなる部分がなく、収容袋１１は、引き裂かれ難くな
っている。

おり、さらに、収
容袋が底部から引き裂かれ易くなって

、
ているとともに、そのミシン目の突出部分の形状が

、頂部が尖った山形に形成され

頂部が尖った山形の

さらに、収容袋の底部に形成される凹部の谷底には、突出部の頂部
に対応する角が形成され、底部は、その凹部の角から引き裂かれ易くなっている。

し、開口部形状と底部形状とが異な

さら ため



　図１は本発明の収容袋巻装体の一実施の形態を示している。この収容袋巻装体は、ミシ
ン目２の形状に特徴があり、それ以外の部分は、従来のものと同様である。
【００１２】
　すなわち、本発明の収容袋巻装体におけるミシン目２は、その中央部が、隣接する収容
袋１の底部１ｂの方に、三角形状の山形に突出して形成されている。
【００１３】
　このため、図２に示すように、ミシン目２で切り離して１つの収容袋１を得ると、その
収容袋１は、山形の突出部３が形成されている側が、開口部１ａとなり、その山形に対応
したＶ字形の切り欠き（凹部）４が形成されている側が、底部１ｂとなっている。したが
って、一目で開口部１ａがわかる。
【００１４】
　しかも、上記突出部３は、その突出のため、指先で挟み易く、しかも、その突出部３を
指先で挟んで擦ること等により、開口部１ａの密着は、簡単に解け、開口のきっかけとな
る。そして、そこから空気が入り、簡単に開口できるようになっている。
【００１５】
　特に、ミシン目２の突出形状を上記のように頂部が尖った山形にすると、それに対応し
て、底部１ｂのＶ字形の切り欠き４の谷底に角が形成される。これにより、その収容袋１
に商品等を収容した後、開口部１ａを縛ったとしても、その商品等の収容物を収容袋１か
ら取り出す際には、縛った部分を解くことなく、上記切り欠き４の谷底の角から、収容袋
１を引き裂けばよい。すなわち、上記Ｖ字形の切り欠き４の谷底の角が、収容袋１の引き
裂きを容易にしている。
【００１６】
　なお、ミシン目２の突出形状は えば、図３に示すように、ミシン目２全体が山形に
形成されていてもよい。また、上記山 突出部３を複数形成してもよい。

【００１７】
、上記引き裂きが容易となる観点からは 容袋１を構成する樹脂フィルム等は、

引き裂き易い材料（例えば、一軸延伸樹脂フィルム等）とすることが好ましい。
【００１８】
　また、収容袋１の材質は、特に限定されるものではなく、上記樹脂フィルム以外のもの
（例えば、紙，布等）でもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の収容袋巻装体の一実施の形態を示す説明図である。
【図２】上記収容袋巻装体の使用を示す説明図である。
【図３】ミシン目の変形例を示す説明図である。
【図４】ミシン目の 例を示す説明図である。
【図５】ミシン目の 例を示す説明図である。
【図６】従来の収容袋巻装体を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２０】
１　収容袋
２　ミシン目
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、例
形の 参考までに、

開口部１ａと底部１ｂとを見分けるだけなら、図４に示すように、ミシン目２の中央部が
四角形状の凸形状に形成されていてもよいし、図５に示すように、その凸形状が半円形状
に形成されていてもよい。

そして 、収

参考
参考



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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